４　中学生の進路
高校進学と若年労
　経済成長の伸びが激しかった昭和４８年ごろまでは、労働力の確保が大きな問題として浮かんでいた。特に

働者の減少
若年労働者の不足は深刻で、こうしたことが原因で倒産する中小企業会社も続出する状態であった。


　この現象は中学校卒業生徒の進路と大きな関係がある。即ち中学校生徒の高校進学率が年々上昇し、今や高校は実質的な義務教育の延長とみられる風潮が強くなり、中学校卒業で就職する生徒の数は１割にも満たず、昭和５０年３月の北溟中学校での１９％となっているように、深刻な若年労働者不足をきたしているのである。さらに高校卒業者についても、大学進学者がとみに著しくなって、労働者の確保戦術は今や大きな社会問題にまで発展している。特に中学校卒業者の確保は、金の卵を探すようなもので貴重な存在となっている。

羽合町中学生の進
　町内中学生の進路はつぎの表のとおりであるが、このうち、就職、各種学校などの実社会に出て行くものは、
路
昭和２８年以降の平均で２７％となっている。しかし、年ごとにみればその率は低くなって、４６年度においては５％の７人となり、実質就職者は１名もなくなった。

　一方進学率は毎年上昇し、２４年の新制中学生として始めて卒業した当時の３８％に比べて、４７年度の９５.６％はいかに教育的水準が上昇しているかを示している。

　つぎの一覧表には、就職進学者は就職者に、各種学校はその他の欄に含めた。
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